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この製品は、適切に管理されたFSC®認
証林およびその他の管理された供給源か
らの原材料で作られています。

石油系の溶剤の代わりに植物油を使用し
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性有機化合物（VOC）の発生を抑え、石
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豊かな明日を支える 創造的ハイブリッド・ケミストリー

経営理念

コーポレートスローガン・ステートメント
　私たち住友化学は、17世紀から続く住友の事業精神を引き継ぎ、1913年、銅の製錬に伴
い発生する排出ガスから肥料を製造し、環境問題克服と農作物増産をともにはかることか
ら誕生しました。
　創業から１世紀。私たちは、自社の利益のみを追わず事業を通じて広く社会に貢献してい
くという凛とした理念のもと、安全・環境・品質に細心の注意を払いながら、時代とともに多
様な事業を展開し、絶えざる技術革新で人々の豊かな暮らしを支えてきました。
　これからも、様々な発想、価値観や技術を融合させて化学の枠にとどまらない新たな価値
を生み出すことで、身のまわりの快適な衣食住の実現から、地球規模の食糧問題、環境問題、
資源・エネルギー問題の解決まで、積極果敢にチャレンジし続けます。
そのために社員一人ひとりが、高い使命感と情熱を持って、切磋琢磨し、日々新しい可能性
を追求しながら、課題を突破していきます。
　世界中に信頼と感動の輪を

住友化学の始まり
新居浜 別子銅山で、銅の製錬の際に生じる有害な排ガスから有益な肥料を製造し、

煙害問題の解決に取り組み、環境問題の克服と農産物の増産をともにはかることを

目的に、1913 年、肥料製造所を設置し、1915 年、営業を開始しました。

これからも
これからも新しい価値を生み出し、提供しつづけることによって、企業価値を向上

させ、人々の豊かな暮らしづくりや、私たちの社会や地球環境が抱える問題を解決

し、地球社会の持続可能な発展に貢献していきます。

目次

住友化学は、
　１. 技術を基盤とした新しい価値の創造に常に挑戦します。
　２. 事業活動を通じて人類社会の発展に貢献します。
　３. 活力あふれ社会から信頼される企業風土を醸成します。
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住友化学グループとSDGs
　2015 年9 月に開催された国連総会におい
て、全国連加盟国（193 国）は、より良き将来を
実現するために今後15 年かけて極度の貧困、不
平等・不正義をなくし、私たちの地球を守るため
の計画「持続可能な開発のための2030 アジェ
ンダ」を採択しました。この計画を実現するため
の目標が「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals:SDGs）」であり、今後世界が
目標とすべき17 のゴールを示し、事業活動を通
じて持続可能な社会の構築を前進させるよう世界の企業に呼びかけています。
　弊社では、グループ全体でSDGs についての理解を深め、事業活動を通じてSDGs 達成に
向けて取り組むことで、社会の持続可能な発展に貢献して参ります。
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愛媛工場長　ごあいさつ 愛媛工場で作っているもの

　皆様には、平素より私ども愛媛工場の事業に温かいご支援とご理解、ご協力を
いただき誠にありがとうございます。
　愛媛工場のある新居浜の地は、美しい山や海に囲まれ、温暖な気候に恵まれて
います。私たちは、この豊かでかけがえのない自然環境と地域社会を守っていく
ために、「無事故・無災害での安全・安定操業を維持するとともに、社会の発展に
幅広く貢献し、有用で、環境や安全に配慮した技術や製品を開発し、提供する」
ことが使命と考えています。
　この使命を果たすため、住友化学愛媛工場は、生産活動において「安全をすべ
てに優先させる」を基本とし、「無事故無災害」、「地域・社会との共存共栄」、「顧
客重視」を理念とし事業に取り組んでまいりました。
　このような理念の実践のため、私たち化学物質を取り扱う企業は、国際的な連
携のもと、製品の開発・製造・物流・使用・廃棄に至る全ライフサイクルにわたっ
て「安全・環境・健康・品質」を確保し、社会・地域との対話を通じて相互信頼
を深めあっていく、「レスポンシブル・ケア活動」を展開、推進しています。愛媛
工場では、「安全文化の深化活動」や「保安文化の深化活動」として、この「レス
ポンシブル・ケア活動」に取り組んでいます。これらの活動は、グループ会社、
委託業務先、協力会社などと一体となって進めています。
　ここに最近の愛媛工場のレスポンシブル・ケア活動の取組みや実績を取りまと
めましたので、是非ともご一読いただきますようお願いいたします。
　住友化学愛媛工場は、別子銅山の銅製錬時発生する硫黄含有ガスを化学肥料と
して回収し、煙害から地域を守るためのものでした。住友化学のレスポンシブル・
ケア精神はこの時に始まり、私たちはその DNA を引継ぎ、この地で事業を営み育
ててまいりました。その間の地域の皆様のご支援なしには、今日の愛媛工場はあ
り得ませんでした。重ねて厚くお礼申し上げます。また、今年度は新たに飼料添
加物メチオニンの製造設備１系列の増強が完成し、10 月より安全をすべてに優先
させ立ち上げる所存です。
　これからも私たちは、業務を通じて持続可能な社会づくりに貢献することを使
命とし、着実に歩み続けてまいります。今後とも皆様のご理解とご支援を賜りま
すようお願い申し上げます。

                                    2018 年 10 月 住友化学株式会社
                                         常務執行役員  愛媛工場長  丹　一志

合成樹脂や合成繊維原料、各種工業薬品など顧客の幅広いニーズに応え、
さまざまな産業の礎となる化学製品を提供します。

健康な生活の実現などに貢献するため、農薬や肥料、
飼料添加物のほか、防疫薬など製造しています。

環境・省エネルギーに寄与する製品を幅広く提
供しています。

 カプロラクタム

 アルミナ

 飼料添加物  防疫薬・農薬

 メタクリル樹脂

愛媛工場の紹介

従業員数　1,189 名（2018 年 4 月 1 日現在）

敷地面積　3,172,000ｍ２

私たちの取り組み姿勢
愛媛フォーミュラー

〈深化〉

Speed（時間軸で考え行動）

Innovation（発想の転換）

Dream（夢をもち明るく逞しく）

〈基本〉

真剣に
徹底的に
水平展開

強　化
ポイント

〔石油化学部門〕

〔健康・農業関連事業部門〕

〔エネルギー・機能材料部門〕

合成樹脂の中でも抜群の透明性と耐候性、美
しい光沢を持っています。照明、看板、液晶ディ
スプレイなどに、幅広く使用されています。

メタクリル樹脂を用いて作られた大型水槽

養鶏に用いられるメチオニン
を製造しています。メチオニ
ンは必須アミノ酸の一種であ
り、成長を促進する働きがあ
ります。

家族用殺虫剤や殺菌剤などを防
疫薬といいます。ご家庭で使用
されている各種の商品の元とな
る製品を製造しています。

液晶テレビなどの家電製品
や、ファインセラミックス、
人工サファイヤなどの材料
として使われています。

アルミナを使用した製品

ナイロンの原料で、衣料品やカーペットなど
のインテリア製品、タイヤコードなどに使わ
れています。

カプロラクタムとナイロン製品

いろんなところで

住友化学の製品は

役立っているんですよ。

 電薬硫酸

 スーパーエンジニアリングプラスチック

世界最高水準の品質を有しており、
半導体製造工程で有機物や金属の
除去洗浄につかわれています。

高い性能を持つ特殊なプラスチッ
クです。飛行機やパソコンなどの
部品として使われています。

ICT 関連産業を支える製品を幅広く供給しています。〔情報電子化学部門〕
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大江工場長　ごあいさつ 大江工場で作っているもの

大江工場の紹介

所 在 地　愛媛県新居浜市大江町１番１号

従業員数　349 名（2018 年 4 月 1 日現在）

敷地面積　464,000m2

住化アッセンブリーテクノ株式会社の紹介

社　　長　中島　富隆

所 在 地　愛媛県新居浜市大江町１番１号

従業員数　827 名（2018 年 4 月 1 日現在）

　地域の皆さまには、日頃から大江工場の事業活動に対してご理解とご協力を賜
り、厚く御礼申し上げます。

　大江地区では、1958 年に我が国最初のエチレン生産を行ない、日本の石油化
学工業の先駆けとなりましたが、現在は次世代を担うエネルギー機能材料、ICT
関連製品の生産拠点へと生まれ変わりました。2009 年に大江工場として発足し
てから９年が経過しました。この間、住化アッセンブリーテクノ株式会社と共に、
業界をリードする技術力、現場力を持った生産拠点を目指し、グローバルな事業
環境へ柔軟に対応しながら、ICT 産業等のさらなる発展を支えるべく、日々努力
を続けております。

　当社は住友の事業精神に則り、社会の発展に幅広く貢献する製品を開発、生産、
供給することを使命と考え、「安全をすべてに優先させる」ことを基本とし、「無
事故無災害」、「地域社会との共存共栄」、「顧客重視」を基本理念として活動して
おります。また、事業活動を通じて持続可能な社会の実現にむけて貢献するために、
製品の研究・開発から使用・廃棄に至る全ての過程において自主的に環境・安全・
品質を確保すること、そして、地域社会との対話を通じて社会からの信頼を深め
ていくための「レスポンシブル・ケア」活動を展開しています。　

　大江工場の従業員一人ひとりが高い使命感と情熱を持って活動し、「安全文化の
深化」、「保安防災力強化による安全・安定操業の維持」を実現し、地域社会の皆
さま方からより一層の信頼をいただくことができるよう努めて参りますので、今
後とも末永く皆さまのご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ
ます。

2018 年 10 月 住友化学株式会社
　 　　　大江工場長　小林　伸行

私たちの製品は、液晶テレビ・スマートフォン・

タブレット端末のディスプレイに使われたり、

リチウムイオン電池にも使われているんだよ。

光学フィルム工場

● 高度品質解析装置

● 液晶モニター

● スマートフォン

● 二次電池用セパレータ

● 偏光板

● フィルム原反

耐熱セパレータ工場

研究所

〔情報電子化学部門〕
光学機能性フィルム

（偏光フィルム）

〔エネルギー・機能材料部門〕
リチウムイオン
二次電池用セパレータ

　偏光フィルムは、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）には不可欠の構成材
料であり、液晶テレビ・スマートフォン・タブレット端末・携帯電話・
カーナビ等に幅広く使われています。

　携帯電話やノートパソコンなどに使用されているリチウムイオン二
次電池の部材です。当社の製品は非常に熱に強く、安全性の高い製品
として高い評価を得ています。
　また、自動車など大型電源用途としても期待されています。

世界の拠点、私たち大江の目指す姿

1. 世界に誇りうる技術と製品で、社会の発展・豊かな
　 暮らしづくりに貢献しよう !

2. 活力あふれ、社会・お客様から信頼される風土を醸成し、
　 一人ひとりが高い使命感と情熱をもってチャレンジし続けよう !

3. 安全・環境・品質を最優先に、製販研がチームワークを発揮し
　 世界をリードする事業拠点として成長しよう！
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環境保全
製品の開発から廃棄まで、
環境負荷を低減し環境保
全に努めます。

保安防災
プラントでの保安事故を未然
防止し、万一災害が起こって
も最小限に食い止めます。

労働安全衛生
「安全を全てに優先させる」を
基本理念とし、あらゆる面から
労働災害ゼロを目指します。

化学品安全
化学品の性状と取り扱い方法
を明確にし、お客様も含めた
全ての取り扱い者の安全と
健康、そして環境を守ります。

お客様が満足し、かつ安心して
ご使用いただける品質の製品と
サービスを提供します。

品質保証

地域・社会

私たちの健康・安全を
守るための活動だよ。
わかったかな？

製品づくりに
おいてとても
大切なことですね。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

対
話

開
発

製
造

物
流

使
用

消
費

廃
棄

「レスポンシブル・ケア」の活動 エコ・ファーストの約束

　レスポンシブル・ケア活動は、1985 年にカナダで発足しました。2015 年 5 月現在、世界 45 の国

と地域で展開されています。日本では 1995 年に社団法人日本化学工業協会のなかの化学物質を製造・

取り扱う企業が中心となり、日本レスポンシブル・ケア協議会を設立いたしました。

　今現在では、日本化学工業協会が中心となって化学物質関連企業が参加しており、会員数は 109 社

（2016 年 4 月末現在）を数えています。各企業が独自に行っていた環境・安全活動を同協会を通して一

体的に取り組み、社会の理解を深めていこるとするものです。

　ロゴマークは、化学物質を慎重に取り扱うことを意味して、手のひらで包み込んでいる様子を表して

います。

　化学製品を製造し取り扱う会社が、そこで働く人たちの安全や、地域に住む皆さ

まの健康や環境を守るために製品の開発・製造・物流・使用・廃棄に至る全ライフ

サイクルにわたって「安全・環境・健康・品質」を確保し対話を通じて社会から信

頼を深めていく、企業による自主活動を推進しています。この活動を「レスポンシ

ブル・ケア活動」といいます。

　レスポンシブル・ケアは大きく「環境保全」「化学品安全」「保安防災」「労働安全」

「品質保証」の 5 分野に分類されます。分野ごとに目標を設定してレスポンシブル・

ケア活動に取り組んでいます。

レスポンシブル・ケアとは 　当社は、2008 年 11 月、統合化学会社で初めて「エコ・ファースト企業」に認定されました。
環境省で「フォローアップ報告会」が 2012 年 3 月実施され「エコ・ファーストの約束（更
新書）」として新たな目標を策定し、さらなる達成に向けて取り組んでまいりました。
　そして、2015 年末に次のステップとして『エコ・ファーストの約束』の更新を図るべ
く環境大臣に申告し、2016 年 11 月に更新されました。

レスポンシブル・ケア
Responsible Care

　エコ・ファーストの取り組みをとおして当社は、化学企業のリーディングカンパニーとし

て「適切な化学物質管理」を基本に据えて、法令順守の徹底はもとより、製品の全ライフサ

イクルにわたって「安全・環境・健康・品質」の確保に努めてまいります。社会との対話を

通じて信頼を深め、事業者の自主的活動（レスポンシブル・ケア活動）を一層推進するとと

もに、地球社会の持続可能な発展に貢献するため、以下の取り組みを進めてまいります。

自社技術を活用した化学物質管理とリスクコミュニケーションを
適切かつ積極的に推進します。

環境負荷の低減につながる管理技術を開発・応用し、安全で安心される
排水処理を徹底して実現します。

持続可能な社会の実現に向けて積極的に貢献します。

　当社は、上記取り組みの進捗状況を確認し、その結果について定期的に公表するとともに

環境省へ報告します。

このマークは、エコ・ファースト企
業にのみ使用が許可されています。

1

2

3
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Reduce

Reuse Recycle

発生抑制

再利用 リサイクル
（再資源化）

3 R

　 環境保全のとりくみ

　地域や社会の環境を守るために、環境方針に従い、大切なルールをつくり、さまざまな取
組みを行っています。

排水処理設備

きれいな水

わたしたちのリサイクル

ばいじん防止設備

きれいな空気

　愛媛工場の創業は、1913 年（大正２年）別子銅山の銅製錬時に発生する亜硫酸ガスか
ら過燐酸石灰肥料を製造するという公害防止目的の事業を発祥としており、創業以来「地
域との共存共栄」を基本理念として、環境改善対策に積極的に取り組んでいます。 　環境を守るために、環境にやさしいプラントづくりを行っています。その結果、大気や水

質の規制項目の環境への排出実績などは、法律で規制されている値に比べて非常に低いレベ

ルにおさえられています。今後も環境にやさしいプロセス改良に努力し、環境処理設備のき

め細かな運転、効果的な運用を行っていきます。

３Rで廃棄物を減らそう！
　3R とは、産業廃棄物の発生をおさえ（Reduce）、
再利用し（Reuse）、リサイクル（Recycle）率を向
上させることを意味します。
　愛媛工場では、新製品・新プロセス開発、既存設
備の改良時には、3R の視点から、いかに環境にやさ
しい仕組みにするか常に考え、実行するよう努力し
ています。

コイや金魚が飼えるくらい

きれいな水にして海に戻し

ているのね。これなら安心！

安心♪

愛媛工場　環境方針
1. 環境に関係する法令及び、その他同意する要求事項を順守し、環境への汚染を予防します。

2. 当工場及び各部門の環境目標を設定・実行し、環境パフォーマンスの継続的な改善を図ると

 ともに、持続可能な資源の利用、地球温暖化への対応などの環境保護活動を進めます。

3. 内部環境監査を実施し、自主管理により環境マネジメントシステムを維持改善します。

4. 環境教育・社内広報活動を充実し、関係会社及び協力会社も含めた働く人全てが環境方針を

 よく理解し、環境に関する意識を向上させます。

5. 当工場は、「無事故・無災害」、「お客さま重視」、「地域社会との共存共栄」の基本理念に則り、

地域社会の一員として、関係諸官庁及び地域住民とのコミュニケーションを密にし、地域社会へ

の貢献に努めます。

この環境方針は、内外に公開します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2016 年 4 月1日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住友化学株式会社
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛工場長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　丹　一志

　愛媛工場・大江工場では、環境マネジメ
ントシステム「ISO14001」の認証を受
けており、今年の 4 月 9 日に 2015 年度
版へ移行しました。この取り組みにより、
PDCA を廻すことで、法令順守はもちろん
のこと、環境について、継続的な改善を行い、
環境保全活動を推進しています。
　P：（計画）
　D:（実施及び運用）
　C：（確認及び点検）
　A：（マネジメントレビュー）

私たちの会社は環境対策を考

えることから出発したんだよ。

惣開製錬所（明治２０年代） 肥料製造所（大正時代の愛媛工場）

赤石山系にある別子銅山跡
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愛媛工場の「安全文化を深化させる活動」のかたち

安全タイム

安全体感教育

安全大会

・安全に取り組む
姿勢の意思統一
・安全意識向上

・KY手法
習得
・危険感受
性向上

・相互啓発文化
の醸成
・個別指導

R A
リスクアセスメント

実践
KY

K Y
訓練

両輪の
活動

自主 管理
ヒヤリハット活動

相互注意

相互啓発アンケート

実践活用

基盤強化

KY活動相互啓発活動

　   愛媛工場の安全衛生のとりくみ 　   大江工場の安全衛生のとりくみ

　職場で働く人たちの安全確保と健康確保を行うことは、事業を進める上で大変重要なことです。
そのため、愛媛工場では「安全をすべてに優先させる」という基本的な考え方をもとに、実
践的かつ高度な安全衛生活動を行っています。

　大江工場では「安全をすべてに優先させる」の基本的な考えの上で、安全文化を深めて無事故・
無災害を達成し、安全・安定操業及び健康を確保するための取り組みを行なっています。

【安全文化の深化】
　愛媛工場では安全文化を深化させる活動として、「相互啓発活動」と

「ＫＹ※１活動」を軸としながら、現場での実践活用として、「リスクアセス
メント」と「実践ＫＹ」を両輪の活動として実施する取り組みを進めてい
ます。
　この両輪の実践活動の基盤となるものは、「ＫＹ訓練」であることから、
継続的にＫＹ手法の習得、トレーニングによる危険感受性の向上をはかっ
ています。「相互啓発活動」についても、アンケート等を活用しながら、
相互啓発文化の醸成、個別指導に継続的に取り組んでいます。
※ 1 KY：危険予知

【情電グローバル安全大会】
　2014 年から毎年大江工場・住化アッセンブリーテクノ株式会社と海外拠点を含めた情報電子化学部門では文
化・習慣の違いを越えて共通の安全文化を深めるため、4 か国 5 拠点が一堂に集まって国際的な安全大会を実施
しています。
　各国の製造現場で生産活動に従事している全員が「安全をすべてに優先させる」という強い意志を共有し、グ
ループ遵守事項である「作業前に一呼吸置く」「不安全行動に対して相互注意する」「機器可動部には手を出さない」
という 3 つのグラウンドルールを誓い合う場になっています。
　また、各拠点代表による事故・災害の連鎖を断ち切るべく活動した結果の報告、4R-KYT 演練大会、安全職場
表彰などを行ない、国際的な交流を深めています。

【基本ルールオール 100 運動】
　大江工場では無事故・無災害職場をつくるための人づくりや、各自が決められたことを決められたとおりに、
確実に実行する習慣を身に付けるため、これまで「基本ルールオール 100 運動」に取り組んできました。
　2015 年度までの取り組みとして、「指差し確認」「階段で手すりを持つ」「あいさつ」を行なってきましたが、
これまでの活動を財産として、2016 年度からは新たなテーマである「一声、一呼吸」運動に取り組んでいます。
この活動では、
・作業指示者はプラスひと声を、指示受命者は不明点の問返しを
・現場作業前に一呼吸をおいて、一人ＫＹ、指差し確認を
・道路横断時は、立ち止まり指差し確認を
行なうため、確認・復唱・問い返しを行なうプラス一声や、作業をする前に必ず一呼吸おいて、一人ＫＹや指差
し確認を行なっています。
　並行して、いつでもどこでも職場の違いに関係なく、構内で出会った時に「ご安全に」と声を掛ける「掛け声」
運動を実施して、自分の作業の安全性を意識することで災害防止を進めています。

  それでは　24 時間いつでも　「ご安全に！」

愛媛工場の「安全文化を深化させる活動」のかたち

【安全体感教育】
　作業における安全確保や安全意識の高揚のため、構内に挟まれ･ 巻き込まれ、被液、転倒等の災害の疑似体験や、
マスクフィッティング、保護具の有効性が確認できる教育設備を設置して、繰返しの安全教育を行っています。
　本年度は新たな体感設備（ＶＲ※ 3 による交通､ 墜落､ 感電体感）を加え、4 順目の安全教育を実施しています。

【安全タイム】
　個人の安全意識を高め、また、職場のコミュニケーション力を強化するため、毎日 15 分、全部署で安全につ
いて話し合う時間を設けています。

挟まれ・巻き込まれ体感 VR による体感被液体験

安全体感教育風景

【安全大会】
　「ゼロ災は絶対達成できる」との強い信念を持ち、気持ちのこもった安全衛生活動に取り組んでいくことを、全
員で意思統一するため、毎年７月初めに安全大会を実施をしています。
　大会では、工場長訓話やＫＹＴコンテスト、安全衛生活動報告を行っています。

安全衛生活動報告

工場長訓話

4R-KYT ※２コンテスト

※２ 4R-KYT：
問題解決 4 ラウンド法（①現状把握、
②本質追及、③対策樹立、④目標設定）
で段階を追って、危険（Ｋ）予知（Ｙ）
トレーニング（Ｔ ) を行い、危険への感
受性を向上させる手法です。

※３ VR：バーチャルリアリティー・仮想現実
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【救急法訓練】
　愛媛工場と大江工場には、各所に AED（自動体外式除細動器）を設置しています。
　工場で働く人が正しく応急手当てが出来るよう定期的に救急法訓練を実施しています。

【保安防災への備え】
　愛媛工場では、災害等発生時、現場の状況をいち早く把握出来るよう無人航空機（ドローン）を導
入しました。今後は、保安防災面だけでなく、設備の点検など新たな分野での使用を検討中です。

【新居浜地区共同防災訓練】2018 年 7 月 27 日

　新居浜地区の住友各社で共同防災協議会を組織しており、年 6 回各社持ち回りで防災訓練を実施し

ております。

　今回の訓練は工場レベル訓練を兼ねて行い、市消防本部の参加を得て、通報・広報・情報提供・消

防活動の確認を行いました。

三角巾での応急処置 心肺蘇生法 AED 訓練

　プラントの安全性と設備の健全性を確保し、プラントの事故を未然に防止するために、
リスク評価を徹底し、リスク低減のため、安全対策の継続的強化や自主保安管理体制の充
実を図っています。
　工場では、大量の可燃物等を取り扱っており、万が一の事故に備えて自衛消防組織、近
隣各社で構成する共同防災組織による訓練を行うなど、防災体制の充実を図っています。

　 保安防災のとりくみ

対策本部

無人航空機（ドローン）

倉庫屋根点検消防車による放水

現場連絡所

護岸点検ターレットでの放水 総括
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　 品質保証のとりくみ 　 化学品安全のとりくみ

愛媛工場  品質方針
　「全従業員が、事業競争力強化のため、
　　品質マネジメントシステムの有効性を継続的に向上させ、
　　　　　　顧客が満足する製品とサービスを供給し続ける。」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛媛工場長　丹　一志

〈現在の主な取り組み〉

①品質マネジメントシステムの運用を改善し、製品の品質向上に取り組んでいます。

②顧客、社会に最大の満足をお届けする「製品安全活動」を推進しています。

ISO9001 認証

　愛媛工場は、ISO9001 品質マネジメントシステムの認証を 1994 年 10 月に取得し

継続的改善を続けています。

生産安全基盤センター
　生産部門における課題を解決し安全・

安心で競争力のある生産活動を推進支援

2016 - 2018年度中期　品質保証活動　標語 

世界へ 地球へ 未来へ グループ力で届けよう　　　　
私たちのクオリティ

生産安全基盤センター
（安全工学グループ）

  愛媛工場内にある生産安全基盤センター・安全工学グループでは、
当社およびグループ会社の総合的な災害防止を目的として、新製品、
合理化、既存プロセスの安全性検討・評価と物質安全データの測定
および評価技術の研究、保安技術情報・物質安全データのデータベー
ス化の推進、安全技術者の育成などに努めており、社内外を問わず、
安全の相談に応じております。

　化学製品の開発から出荷・使用・廃棄にいたるまで化学物質の適正管理に努めています。

長年にわたり蓄積してきた化学物質の安全性評価の知見や最新技術を駆使して、安全性の

確保や環境の保全に努めています。蓄積した製品や原材料等のデータベースのシステムで

は全社データの情報が 24 時間活用でき、またお客さまの安全や輸送の安全のための情報

としても提供されています。

安全をすべてに

優先させています。

レスポンシブル・ケア

安全工学研究室の実験風景
（粉塵爆発実験装置）

いろいろな人たちが、

いろいろな仕事で、いろいろな方法で、

安全・環境・品質を追求しているのね。
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JR新居浜駅

松山自動車道

新居浜市役所

愛媛県総合科学博物館

新居浜市内の主な活動マップ

市内小学校には

教育物品寄付

地域社会とのコミュニケーション 地域との共存共栄に努めています

　私たちの工場は、地域の一員として存在しています。
　そこで、日頃から工場では地域の皆さまとのさまざまなコミュニケーションを進めています。
地域の催事に敷地を提供すること、理科教室を開催することで地域内のコミュニケーションづく
りに貢献し、清掃活動を通じて地域の環境美化に努めます。
　また、普段から、工場見学会等を通じて、私たちの工場を地域の皆さまに説明し、知っていた
だくことで、より深くお互いに理解しあっていくことが大切であると考えています。
　愛媛工場・大江工場では、今後も地域とのつながりの重要さを十分に考慮して、日々の情報開
示とコミュニケーションに努めてまいります。

愛媛工場
新居浜地区

愛媛工場
菊本地区大江工場

社員・OB 親睦団体
による清掃活動

歴史資料館 見学受入

工場近隣では

校区文化祭　理科教室出展

愛媛県総合科学博物館では

サイエンスイベントに
理科教室出展

平成30年7月豪雨災害に対する支援　一日も早い復旧・復興を心からお祈り申し上げます。

大江浜かきくらべ後
ボランティア清掃

船御幸時の工場開放
（隔年開催）

飲料配布・車いす観覧席の設置
（隔年開催）

新居浜太鼓祭りでは

社員派遣による支援活動　愛媛県大洲市
日替わりで現地に向かい、ボランティアセンターから
指定された活動場所で、家屋の泥出し、家財の搬出等
を行いました。

義援金・支援物資
社員食堂で募金活動を行い、集まった義援金と同額を住友化学が拠出・
合算し、日本赤十字、愛媛県などに寄付いたしました。
また、支援物資として社員からタオルを募集し、被災地へ提供しました。

新居浜ものづくり
人材育成協会では

技術者育成講座に
講師派遣

講演・講話

地域へ

工場では

近隣地域
自治会・学生の方へ

工場見学会

いろいろなことで

地域社会に貢献

しているんだね。
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　愛媛工場は、循環型社会の構築のため、産業廃棄物の排出を抑制、再資源化（リサイクル率の向上）を行うことで埋立
処分される廃棄物量の削減について積極的に取り組みを進めています。
　このため、新製品、新プロセス開発（または既存プロセス改良）時における環境負荷低減の推進、汚泥焼却灰等の再
資源化ならびに有機汚泥（排水処理のために活性汚泥処理で発生する余剰汚泥）の削減などの対策に努めています。
　また、発生する廃棄物は、自社設備による焼却処理を行うことにより減量化するとともに省エネルギー推進のため
に熱回収（サーマルリサイクル）も行っています。
　廃棄物削減目標としては、前回の「エコ・ファーストの約束注2)」に従い、2015年度までに全工場ゼロエミッション注3)

達成への削減対策を継続的に実施しておりましたが、埋立率（発生廃棄物量に対する最終処分量の割合）は、2015年
度に目標の3％未満を達成し、現在も継続して取り組んでいます（2017年度：2.5％）。もう1つの目標として廃棄物の
埋立量を2015年度までに2000年度比で80％削減（埋立量2,320トン／年以下）に向けて取組み中でしたが、愛媛工
場では、２０１４年度に達成し、2015年度以降も目標値以上の削減を維持しております（2017年度：削減率90.1％；
埋立量1,167Ｔ／Ｙ）。今後も、更に3Ｒを推進して廃棄物量を削減していきます。

注１）3Ｒとは発生抑制（Ｒｅｄｕｃｅ）、再利用（Ｒｅｕｓｅ）、再資源化（Ｒｅｃｙｃｌｅ）を意味します。

注２）「エコ・ファーストの約束」：企業が環境大臣に自らの環境保全に関する取り組みを約束する制度で毎年取り組み状況と成果を環境大臣に報告しています。

注３）ゼロエミッション：廃棄物の埋立量を、廃棄物発生量に対し3％未満を目標としています。

注４）2012年度より、産業廃棄物の最終処分量は、産業廃棄物中間処理後の最終処分量を含んでいます。

　住友化学は、ＳＯｘ（硫黄酸化物）、ＮＯｘ（窒素酸化物）、ばい塵などの大気への排出削減や、ＣＯＤ（化学的酸素要求量）、窒
素、リンなどの水域への排出量削減、さらには水の効率的利用に取り組み、大気環境・水質環境の保全に努めています。
　愛媛工場・大江工場は創業以来、「無事故・無公害」、「地域との共存共栄」を基本理念として環境改善対策に積極的に
取り組んでまいりました。環境保全対策の基本方針は極力、環境負荷を低減するための製法を採用し、適切な運転管理を
行うことであり、大気汚染防止、水質汚濁防止、騒音防止等の環境保全に積極的に取り組んでいます。
　その結果、大気や水質の規制項目の環境への排出実績は、法規制値に比べて非常に低いレベルを継続しています。今
後も、環境負荷を低減するためのプロセス改良に努力するとともに環境処理設備の適正な運転管理、効果的な運用を図
り、環境に配慮した維持管理を推進していきます。

■廃棄物処理への取り組み（３Ｒ注１））の推進

■大気汚染・水質汚濁防止等への取り組み

　
注１）３Ｒとは発生抑制（Ｒｅｄｕｃｅ）、再利用（Ｒｅｕｓｅ）、再資源化（Ｒｅｃｙｃｌｅ）を意味します。

注２）「エコファーストの約束」：企業が環境大臣に自らの環境保全に関する取り組みを約束する制度で毎年取り組み状況と成果を環境大臣に報告しています。

注３）ゼロエミッション：廃棄物の埋立量を、廃棄物発生量に対し３％未満を目標としています。

注4） ２０１２年度より、産業廃棄物の最終処分量は、産業廃棄物中間処理後の最終処分量を含んでいます。

SOx・・・硫黄酸化物のことをいいます。燃料中に含まれる硫黄分が燃える
　　　　過程で発生するもので、大気汚染の原因となります。

SOx排出量（トン／年）

NOx・・・窒素酸化物のことをいいます。物が燃える際に空気中の窒素や燃料
　　　　中の窒素が酸化されて発生するもので、人の健康に影響を与えます。

ばい塵・・・大気中に浮遊する粒子状物質のうち、燃料などの燃焼や電気炉など
　　　　　の使用に伴って発生するススなどを指します。

COD・・・化学的酸素要求量のことをいいます。水中の有機物を化学的に分解
　　　　した際に消費される酸素の量で、河川、湖沼、海域の汚染を測る代表
　　　　的な指標です。

リン排出量（トン／年）窒素排出量（トン／年）

COD排出量（トン／年）

NOx排出量（トン／年）

ばい塵排出量（トン／年）

リン・・・水中に含まれるリン成分のことをいいます。水の栄養状態を示す指標
　　　 で水の中のリン濃度が高くなりすぎると栄養がありすぎる富栄養化
　　　 の状態になり、赤潮等の発生の原因になります。

窒素・・・水中に含まれる窒素成分のことをいいます。水の栄養状態を示す指標
           で水の中の窒素濃度が高くなりすぎると栄養がありすぎる富栄養化
           の状態になり、赤潮等の発生の原因になります。

焼却量とリサイクル量（トン／年）
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直近の愛媛工場CO2排出量推移状況

　“地球温暖化”ということが問題とされるようになってから既に四半世紀以上の年月が経ちました。この間、世

界の温暖化抑止に向けた数々の議論、取組みが試されてきましたが、その大きな原因ともされる大気中のCO2濃

度は年々増え続け、また我々の身近なところでも肌身で感じる気温の上昇はますます厳しいものとなってきてい

ます。この30年の間には、世界で取り組んでいる温暖化対策が必ずしも功を奏しているとは言い難い状況です

が、しかし一方、我々の“温暖化問題”についての関心や注目度はここ近年特に大きくなり、将来に向けて深刻な

事態であるという認識も深まってきているのは間違いなく言えると思います。技術革新の成果が実を結ぶには

少々時間がかかりますが、やはり何より現状をよく知り出来るだけ多くの人達が身近なことと考えてみるのが重

要だと思います。

　皆さんは、SBTという言葉をご存じですか？これは「Science Based Target」の頭文字を取ったもので、“企

業版２℃目標”と言われています。今世紀末の気温を産業革命以前のときよりも２℃以内の上昇に抑えるため

に、世界の企業が独自に目標を設定して、2030年、2050年までの自社におけるCO2排出量を削減していくとい

うものです。住友化学も今年SBT事務局に対して、2030年にCO2排出を30%削減するという申請手続きを開始

しました。この新たな取り組みを今後何十年も継続していくことは並大抵の努力では実現し得ないことだと思い

ます。我々は、将来の罪のない子孫たちに今と変わらない地球環境を残しておく義務がある、という強い信念を

持って住友化学としてもSBTを推進していきます。

■地球温暖化防止

（
千
ト
ン
）
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　住友化学は、化学物質の開発、製造、使用にあたりその有用性を生かしつつ、より安全に、そして環境と調和す

るよう、常に化学物質の排出削減に努めています。

　ＰＲＴＲ法（Ｐｏｌｌｕｔａｎｔ Ｒｅｌｅａｓｅ ａｎｄ Ｔｒａｎｓｆｅｒ Ｒｅｇｉｓｔｅｒ注1））は、2010年4月に改正され、第一種指定物質の対

象数が従来の354物質から462物質に増加しました。これら物質に（社）日本化学工業協会（日化協）の調査対

象433物質も含めた愛媛工場が製造（使用）している対象物質は2017年度で99物質ありました。

　2017年度における愛媛工場のＰＲＴＲ法対象物質の総排出量は118トン（大気へは77トン、水域へは41ト

ン）となりました。愛媛工場では、各種アセスメント情報と排出量を勘案し、対策の優先付け、排出削減目標の設

定など、排出抑制に向けて取り組みを実施しています。

　今後も、愛媛工場として排出量の維持はもちろんのこと、更なる削減対策にも取り組んでいきます。

■環境汚染物質排出・移動登録（ＰＲＴＲ）への取り組み

注１） ＰＲＴＲ法（化学物質排出移動登録）
　　　 「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（2009年4月改正）
　　　　　　　各企業が法律で定められた化学物質について年間の排出量を関係官庁に報告するものです。
　　　　　　　愛媛工場では、法制化以前より日本化学工業協会会員会社として取り組みを行ってきています。
注２） 移動量：外部および構内関係会社で焼却処理や分解処理した量
注３） 法改正により2010年度から新たに排出量登録の対象となった物質
注４） 2,2-ジクロロ-1,1,1-トリフルオロエタン

'09

愛媛工場のエネルギー原単位（2005年度／指数100）
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化学物質の排出・移動量（排出量の多い上位品目）（トン／年）

化 合 物 名 排出量 移動量注2）
排出量内訳

大気 水域 土壌

トルエン

トリエチルアミン注3）

ｎ－ヘキサン

メタクリル酸メチル

ジメチルアミン注3）

アクリロニトリル

亜鉛の水溶性化合物

メチルナフタレン

スチレン

ＨＣＦＣ－１２３注4）

塩化アリル

ＰＲＴＲ法対象で排出量が上位の物質（取扱い量の裾切り無し）

愛媛工場 合計
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愛媛工場

この製品は、適切に管理されたFSC®認
証林およびその他の管理された供給源か
らの原材料で作られています。

石油系の溶剤の代わりに植物油を使用し
た、植物油インキを使用しています。揮発
性有機化合物（VOC）の発生を抑え、石
油資源の保護に貢します。

〒792-8５２１　愛媛県新居浜市惣開町５番１号
Phone : ０８９７-３７-１７１１　Fax : ０８９７-３７-４１６１
URL  http://www.sumitomo-chem.co.jp

〒792-0015　愛媛県新居浜市大江町1番１号
Phone : ０８９７-65-1800　Fax : 0897-37-1158

大江工場

愛媛工場・大江工場のレスポンシブル・ケア活動

The Dream of Chemistry In Your Life
化学の夢、くらしの中に。
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